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１人１台端末を上手に使うためのガイドライン簡易版資料 

タブレット端末
たんまつ

を上手
じょうず

に使
つか

うために 

～安全
あんぜん

・安心
あんしん

に使
つか

うために知
し

っておくこと～ 

１ ＩＣＴ
ｱｲ  ｼｰ  ﾃｨ

って何
なに

？ 

皆
みな

さんは、コンピュータ機器
き き

（タブレット端末
たんまつ

や

スマートフォン、ゲーム機
   き

など）を、インターネッ

トにつないで、友
とも

だちと勉 強
べんきょう

をしたり、ゲームで

遊
あそ

んだりしたことがありますか？ 

コンピュータ機器
き き

とインターネットを使って
つ か   

人
ひと

と人
ひと

とをつなぐ仕組
し く

みのことを 

ＩＣＴ（ Information
インフォメーション

 and
アンド

 Communication
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

 

Technology
テ ク ノ ロ ジ ー

）と言います
い    

。 
２ どんな社会

しゃかい

になるのだろう？ 

これからの社会
しゃかい

は、ＩＣＴによって今
いま

まででき

なかったことが数多
かずおお

くできるようになります。 

すると、一人一人
ひとりひとり

が快適
かいてき

で、活躍
かつやく

でき、希望
きぼう

のも

てる社会
しゃかい

になるだろうと期待
きたい

されています。 

 

＜今
いま

まで以上
いじょう

にできるようになること（例）＞ 

・知
し

りたい情 報
じょうほう

を調べたい
しら            

ときに調べたり
しら        

、いつ 

でも情 報
じょうほう

を伝え合ったり
つた   あ          

することができる。 

・人工
じんこう

知能
ちのう

（ＡＩ
エーアイ

）の発達
はったつ

により、運転者
うんてんしゃ

なしに 

自動車
じどうしゃ

を走らせたり
はし       

、複雑
ふくざつ

な仕事
しごと

をロボットに 

させたりすることができる。 

３ これからの社会
しゃかい

で必要
ひつよう

となること 

 ＩＣＴを使
つか

うことで、私
わたし

たちは、遠く
とお  

離
はな

れてい

る人たちと簡単
かんたん

につながることができるようにな

りました。しかし、ＩＣＴはあっと間
ま

に情 報
じょうほう

を広
ひろ

げるため、予想
よそう

もしないような問題
もんだい

も起
お

こるよう

になりました。これからの社会
しゃかい

では、ＩＣＴを上手
じょうず

に使
つか

っていこうとする気持
き も

ちや力
ちから

が必要
ひつよう

です。 

＜インターネットによって起
お

こっている問題
もんだい

＞ 

・ＳＮＳ
ｴ ｽ ｴ ﾇ ｴ ｽ

でのトラブル 

・ネット詐欺
さ ぎ

 

・コンピュータウイルスによる被害
ひがい

  など 

＜これからの社会
しゃかい

で必要
ひつよう

となること＞ 

・異なる
こと   

出身地
しゅっしんち

や文化
ぶんか

をもつ集 団
しゅうだん

の中
なか

でも、相手
あいて

 

を大切
たいせつ

にする気持
き も

ち 

・自分
じぶん

で自分
じぶん

のことを良い
よ  

と思える
おも   

気持
き も

ち 

・異なる
こと   

出身地
しゅっしんち

や文化
ぶんか

をもつ集 団
しゅうだん

の中
なか

でも、自分
じ ぶ ん

らしさを発揮
はっき

できる 力
ちから

 

・失敗
しっぱい

を恐れず
おそ   

果敢
かかん

に挑 戦
ちょうせん

する姿勢
しせい

・ 力
ちから

 

・ＩＣＴのトラブルに、落
お

ちついて対応
たいおう

する 力
ちから

 

第
だい

１章
しょう

 ＩＣＴ
アイシーティ

とこれからの社会
しゃかい
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１ ＩＣＴを使う
つか  

上
うえ

での課題
か だ い

 

ＩＣＴは、人々
ひとびと

の生活
せいかつ

を「楽しく
たの    

」「豊か
ゆた  

」にするためのもの

のはずですが、使
つか

い方
かた

を間違
ま ち が

えると、相手
あ い て

や自分
じ ぶ ん

の心
こころ

や体
からだ

を

傷つけたり
きず        

、損害
そんがい

を与えて
あた    

しまうこともあります。 

＜学校
がっこう

で起きた
お   

1 人 1 台端末
たんまつ

の問題
もんだい

＞ 

（ニュースや新聞
しんぶん

などで話題
わ だ い

になったこと） 

・不適切
ふてきせつ

なメッセージを友達
ともだち

に送る
おく  

 

・授 業 中
じゅぎょうちゅう

に授 業
じゅぎょう

と関係
かんけい

のないサイトを見たり
み   

、ゲームを 

したりする。 

・授業中
じゅぎょうちゅう

に友達
ともだち

と通信
つうしん

しあって、授業
じゅぎょう

とは関係
かんけい

ないことを 

している。 

（事件
じ け ん

になったこと） 

・ＳＮＳ
ｴ ｽ ｴ ﾇ ｴ ｽ

に友達
ともだち

の悪口
わるくち

や不適切
ふてきせつ

な画像
がぞう

を投稿
とうこう

するなどして、 

いじめが起
お

こってしまった。 

第
だい

２章
しょう

 小 中
しょうちゅう

学生
がくせい

の間
あいだ

に身
み

につけること  

２ どんな力
ちから

を身
み

につけたいか 

スマートフォンやタブレット端末
たんまつ

を使
つか

えば、手軽
て が る

に知
し

りたい情 報
じょうほう

を得
え

ることができますが、図書室
としょしつ

で

本
ほん

を読
よ

んだり、先生
せんせい

から情報
じょうほう

を得
え

たり、親
おや

や地域
ち い き

の人
ひと

たちから話
はなし

を聞
き

いたりすることも、情報
じょうほう

を得る
え  

ための大切
たいせつ

な方法
ほうほう

です。 

得られた
え    

情報
じょうほう

が、すべて正しい
ただ    

とは限
かぎ

りません。どれが正しい
ただ    

情報
じょうほう

なのか判断
はんだん

する力
ちから

を身
み

につけて

いくことが大切
たいせつ

です。また、得た
え  

情報
じょうほう

をヒントにして、新た
あら  

な問題
もんだい

に取
と

り組
く

み、解決
かいけつ

していけるよう

になることも大切
たいせつ

です。 

＜学校
がっこう

で身
み

につけたい力
ちから

・姿勢
し せ い

＞ 

・タブレット端末
たんまつ

やスマートフォンなどを使って
つか    

、情報
じょうほう

を得る
え  

力
ちから

 

・本
ほん

を読んで
よ   

、情報
じょうほう

を得る
え  

力
ちから

 

・人
ひと

から話
はなし

を聞いて
き   

、情報
じょうほう

を得る
え  

力
ちから

 

・得た
え  

情報
じょうほう

を、学習
がくしゅう

や生活
せいかつ

の中
なか

で活用
かつよう

していこうとする姿勢
し せ い
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４ ＳＮＳなどで写真
しゃしん

を利用
り よ う

するときには要注意
ようちゅうい

！ 

＜自分
じぶん

の居場所
い ば し ょ

が記録
きろく

される？！＞ 

デジタルカメラやスマートフォン等
とう

のデジタル機器
き き

で撮影
さつえい

した写真
しゃしん

には、日時
にちじ

や場所
ばしょ

などが自動的
じどうてき

に 

記録
きろく

されるようになっています。自動
じどう

記録
きろく

をOFF
オ フ

にせず、ＳＮＳ等
とう

に安易
あんい

に写真
しゃしん

を投稿
とうこう

すると、

見知らぬ
み し   

他人
たにん

に住 所
じゅうしょ

などを知られて
し    

しまう恐れ
おそ  

があります。 

＜写って
うつ    

いるもので、特定
とくてい

される？！＞ 

写真
しゃしん

そのものに写って
うつ    

いるお店
  みせ

の看板
かんばん

や風景
ふうけい

から住んでいる場所
す      ば し ょ

や通
かよ

っている学校
がっこう

を知られて
し   

しま 

うという危険性
きけんせい

もあり、実際
じっさい

に事件
じけん

も起
お

こっています。 

３ 知っておきたいこと（ＩＤ
ｱｲﾃﾞｨ

、パスワード） 

「Microsoft
マイクロソフト

 Teams
チ ー ム ズ

」や「MetaMoJi
メ タ モ ジ

 ClassRoom
ク ラ ス ル ー ム

」、 

「LINES
ラ イ ン ズ

 ｅ
イー

ライブラリ・アドバンス」を使う
つか  

には、皆さん
み な   

一人一人
ひとりひとり

に割り当てられて
わ  あ     

いるＩＤとパスワードを、使
つか

う

度
たび

に 入 力
にゅうりょく

する必要
ひつよう

があります。なぜ、ＩＤとパスワード

を 入 力
にゅうりょく

するのか、それは、利用
りよう

を許可
きょか

された者
もの

であるか

どうかを区別
くべつ

し、本人
ほんにん

を確認
かくにん

するためです。 
 

「ＩＤ
  

」とは 

“自分
じぶん

と他人
たにん

を区別
くべつ

するための会員番号
かいいんばんごう

のようなもの”です。

ＩＤは一度
いちど

決めたら
き    

基本的
きほんてき

には変える
か   

ことができません。 

 

「パスワード」とは 

“本人
ほんにん

確認
かくにん

をするための暗証番号
あんしょうばんごう

のようなもの”です。 

パスワードは絶対
ぜったい

に誰
だれ

にも知られて
し    

はいけません。 
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第
だい

３章
しょう

 健康
けんこう

を守る
まも  

ために  

１ 学 校
がっこう

で気
き

をつけること 

（１）教 室
きょうしつ

の明
あか

るさに気
き

をつけよう 

 暗い
くら  

ところやとても明るい
あか    

ところで電子
でんし

黒板
こくばん

やタブ

レット端末
たんまつ

の画面
がめん

を見て
み  

いると、目
め

が疲れて
つか    

しまい

学 習
がくしゅう

を続
つづ

けられなくなることがあります。 

・教 室
きょうしつ

が明
あか

るすぎるときにはカーテンを使
つか

いましょう。 

・端末
たんまつ

が使いやすい
つか      

明るさ
あか   

になるよう、調 整
ちょうせい

しましょう。

※調整
ちょうせい

の仕方
し か た

は、先生
せんせい

に聞
き

きましょう。 

（２）画面
がめん

を見やすく
み    

保
たも

とう 

  タブレット端末
たんまつ

の画面
がめん

が見えにくい
み     

と、目
め

が疲
つか

れ、

学 習
がくしゅう

を続
つづ

けられなくなることがあります。 

＜タブレット端末
たんまつ

の画面
がめん

を見
み

やすくする工夫
くふう

＞ 

 ・姿勢
しせい

を良く
よ  

する。 

 ・授 業
じゅぎょう

の進行
しんこう

にあわせて、使わない
つか     

教科書
きょうかしょ

や道具
どうぐ

など 

を片
かた

づける。 

 ・画面
がめん

に照 明
しょうめい

が映りこまない
うつ         

ように、自分
じぶん

でタブレット 

端末
たんまつ

の画面
がめん

の角度
かくど

を調 整
ちょうせい

する。 

 ・画面
がめん

の明るさ
あか    

を調 整
ちょうせい

する仕方
しかた

を身
み

につける。 

 ・同じ
おな  

姿勢
しせい

を長時間
ちょうじかん

続けない
つづ     

ようにする。 

・電子
でんし

黒板
こくばん

やタブレット端末
たんまつ

の画面
がめん

を長時間
ちょうじかん

見続け
み つ づ  

な 

いようにする。 

２ 家
いえ

で気
き

をつけること 

（１）端末
たんまつ

を使う
つ か

ときの注意点
ちゅういてん

 

・目
め

を、画面
がめん

から 30ｃｍ以上
いじょう

、離して
はな   

使う
つか  

。 

 ・30分
ふん

に１回
  かい

は、20 秒
びょう

以上
いじょう

画面
がめん

から目
  め

を離して
はな   

、遠く
とお  

を見
み

る。 

 ・部屋
へ や

の明るさ
あか   

に合わせて
あ    

、画面
がめん

の明るさ
あか    

を調 整
ちょうせい

する。 

※紙
かみ

の本
ほん

や資料
しりょう

を読む
よ  

場合
ばあい

でも、あてはまります。 

（２）時間
じかん

のルールを決める 

  いつどのように使う
つか  

か、おうちの人
ひと

と話し合い
はな  あ   

、ルールを決
き

めておきましょう。 

＜最低限
さいていげん

、守っ
まも  

てほしいこと＞ 

・少なく
すく   

とも、寝る
ね

１時間前
  じかんまえ

からは、デジタル機器
き き

を使
つか

わないようにする。 

・学校
がっこう

で配られた
くば     

端末
たんまつ

は、学 習
がくしゅう

に関係
かんけい

ない目的
もくてき

では使わ
つか  

ない。 

タブレット端末を上手に使うために～安全・安心に使うために知っておくこと～ 

 ２０２２（令和４）年１０月作成 

 浦安市教育委員会 


